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7  広報ますだ　平成 26　2014 年　8 月号

地域魅力化プロジェクト事業スタート！

  
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り

【発  行  元】
政策企画局
人口拡大課
☎ 31-0600

　市では、人口減少、少子高齢化、農業その他の産業における後継者不足等により個々の集落や自
治会単位では地域運営が困難となりつつある状況を踏まえ、地域魅力化プロジェクト事業を創設し
ました。
　地域魅力化プロジェクト事業は、地区単位で住民自治を実現する新たなコミュニティとしての地
域自治組織の確立に向けて、当該組織の設立のための事業および人口拡大その他の地域課題の解決
のための事業への取組を通じて、地域の魅力化を図ることを目的に、平成 26 年度から平成 28 年度
までの 3 年間の補助制度として創設したものです。
　今年度からスタートしていますので、市民の皆さんのご理解、ご協力をよろしくお願いします。

　上記の地域魅力化プロジェクト事業等に取組む地区からの要望に応じて、地域魅力化応援隊員
を配置しています。
　地域魅力化応援隊員は当該事業の計画策定の事務サポートや地域のことを話し合う場の設定、
集落調査などに取組み、
地域を支援していきます。

地域魅力化応援隊員の配置地域魅力化応援隊員の配置

　　あなたが住む
地域の魅力化を応援し
ます。見かけたら声
をかけてね♪

配置地区状況（ 6月1日現在）合計 15 名

益田地区 吉田地区 高津地区 安田地区 種地区 北仙道地区 豊川地区 真砂地区

西益田地区 二条地区 美濃地区 中西地区 二川地区 匹見上地区 道川地区

＊ 次回の「広報ますだ」から各地区の魅力ある取組を紹介する予定です。お楽しみに！＊

みんなで魅力
ある地域づくり
を目指そう！
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魅力ある地域づくりの取組紹介
Vol.1

吉
田
地
区

益
田
地
区

『 

吉
田
の
地
域
魅
力
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業 

』

『 
益
田
の
歴
史
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り 

』

今
年
度
か
ら
益
田
市
内
全
域
で
人

口
拡
大
・
定
住
・
交
流
人
口
拡
大
に
つ

な
げ
よ
う
と
地
域
魅
力
化
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
事
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。
吉
田

地
区
で
は
事
業
を
進
め
て
い
く
に
あ

た
り
地
域
自
治
組
織
設
立
準
備
委
員

会
と
し
て
「
吉
田
の
未
来
を
考
え
る

会
」準
備
会
を
設
立
し
ま
し
た
。（
今

年
度
の「
吉
田
の
未
来
を
考
え
る
会
」

準
備
会
の
組
織
構
成
員
は
吉
田
地
区

振
興
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
と
し
て
い

ま
す
。）

準
備
会
に
お
い
て
、
地
域
魅
力
化

事
業
を
地
区
内
に
公
募
し
協
働
で
事

業
を
進
め
て
い
く
こ
と
を
決
定
し
ま

し
た
。
ま
た
、
吉
田
地
区
に
お
け
る

地
域
自
治
組
織
に
つ
い
て
の
様
々
な

検
討
を
行
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
組

織
の
構
成
や
役
割
、
地
区
住
民
の
求

め
る
魅
力
あ
る
地
区
に
な
る
に
は
ど

う
し
た
ら
良
い
か
を
考
え
て
い
ま

す
。
難
し
い

課
題
で
は
あ

り
ま
す
が
真

剣
に
協
議
・
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

吉
田
地
区
の
魅
力
化
応
援
隊
員

と
し
て
、
地
区
住
民
の
ご
意
見
や
ご

要
望
を
柔
軟
に
受
け
入
れ
ら
れ
る

体
制
作
り
や
、
話
し
合
い
の
場
の
提

供
な
ど
を
準
備
会
の
方
々
と
協
力

し
て
進
め
て
い
き
ま
す
。
引
き
続

き
、
地
区
の
方
々
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

継
往
開
来（
け
い
お
う
か
い
ら
い
）

と
い
う
四
字
熟
語
が
あ
り
ま
す
。「
先

人
の
事
業
を
受
け
継
ぎ
、
発
展
さ
せ

な
が
ら
未
来
を
切
り
開
く
」
と
い
う

意
味
で
す
。

　

益
田
地
区
で
は
、
先
人
達
が
地
区

特
有
の
歴
史
・
文
化
資
源
を
活
か
し

た
ま
ち
づ
く
り
を
手
掛
け
・
推
進
し

て
き
ま
し
た
。
今
年
度
の
地
域
魅
力

化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
は
、﹃
歴
史
を

活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
﹄
を
さ
ら
に

推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
益
田
地
区

の
魅
力
を
高
め
、
人
口
拡
大
に
繋
げ

て
い
き
ま
す
。
今
年
は
以
下
の
事
業

を
計
画
し
て
い
ま
す
。

︻
事
業
①
︼

　

旧
山
陰
道
「
垰
山
峠
（
た
お
や
ま

と
う
げ
）」
の
整
備
・
清
掃
活
動
と
、

活
用
策
と
し
て
案
内
板
の
設
置
を
行

い
ま
す
。
ま
た
、「
山
陰
道
を
踏
破
す

る
！
第
２
弾
」
等
の
イ
ベ
ン
ト
で
益

田
地
区
の
旧
街
道
を
広
め
ま
す
。

︻
事
業
②
︼

　
「
手
づ
く
り
鎧
か
ぶ
と
で
ま
ち
お

こ
し
」で
す
。手
づ
く
り
し
た
甲
冑
を

十
数
領
作
り
（
現
在
は
7
領
制
作
）、

益
田
家
文
書
里
帰
り
展
、
室
町
文
化

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
等
の
さ
ま
ざ
ま
な

歴
史
イ
ベ
ン
ト

で
披
露
・
活
用

し
ま
す
。

︻
事
業
③
︼

　

第
13
回
歴
史
探
訪
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

を
9
月
28
日
㈰
に
実
施
し
ま
す
。「
益

田
の
お
や
か
た
さ
ま
を
訪
ね
て
！
」

を
テ
ー
マ
に
、
三
宅
御
土
居
、
七
尾

城
通
り
、
七
尾
城
跡
を
巡
り
、
歴
史
・

文
化
を
再
発
見
し
ま
す
。

準備会の様子

地域魅力化事業

打ち合わせの様子

　
　
吉
田
地
区
振
興
セ
ン
タ
ー
　
地
域
魅
力
化
応
援
隊
員
　
徳
屋  

映
三

益
田
地
区
振
興
セ
ン
タ
ー
　
地
域
魅
力
化
応
援
隊
員
　
石
田  

貢
三

尼子フェスティ

バルでの様子　
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魅力ある地域づくりの取組紹介
Vol.2

安
田
地
区

高
津
地
区

『 
〝 

歴
史
と
文
化
の
ふ
る
さ
と
高
津 

〞

　
〜
住
ん
で
よ
か
っ
た
・
住
み
た
く
な
っ
た
〝 

高
津 

〞
〜 

』

『 

感
謝
の
心
を
も
っ
て
子
ど
も
た
ち
に
繋
げ
て
い
く 

』

高
津
地
区
は
人
口
が
約
８
、７
０

０
人
と
市
内
で
2
番
目
に
多
い
地
区

で
す
が
、少
子
高
齢
化
の
影
響
で
、独

居
世
帯
の
増
加
や
将
来
的
な
人
口
減

少
も
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、小

中
学
生
の
減
少
も
深
刻
と
な
っ
て
い

る
た
め
、
少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少

を
ど
の
よ
う
に
し
て
食
い
止
め
る
か

が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
課
題
を
解
決
し
て
い
く
た

め
、地
域
魅
力
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事

業
を
通
じ
て
、連
合
自
治
会
、地
区
振

興
セ
ン
タ
ー
・
公
民
館
運
営
委
員
会

を
中
心
に
高
津
地
区
地
域
づ
く
り
協

議
会
を
立
ち
上
げ
、将
来
的
な
地
域

運
営
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

当
協
議
会
の
取
組
と
し
て
は
、
高

津
地
区
の
実
態
調
査
や
、
人
口
拡
大

に
向
け
た
定
住
推
進
に
繋
が
る
取

組
、
空
き
家
調
査
な
ど
を
実
施
し
て

Ｕ
Ⅰ
タ
ー
ン
者
の
受
入
体
制
の
構
築

を
図
る
こ
と
、

そ
し
て
歴
史
と

文
化
を
活
か
し

た
交
流
な
ど
魅

力
あ
る
地
域
づ

く
り
に
取
組
む
こ
と
で
、﹃
住
ん
で

よ
か
っ
た
、
住
み
た
く
な
っ
た
＂
高

津
＂﹄
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

今
年
度
は
、
地
域
の
魅
力
化
を
図

る
た
め
の
取
組
と
し
て
、
①
益
田
市

柿
本
人
麿
公
の
偉
業
を
顕
彰
す
る
事

業　

②
高
津
や
ぶ
さ
め
継
承
事
業　

③
高
津
の
歴
史
、
文
化
、
旧
跡
保
存

事
業　

④
高
津
花
い
っ
ぱ
い
事
業
を

計
画
し
て
い
ま
す
。

　
﹃
子
育
て
世
代
が
住
み
た
く
な
る
、

子
ど
も
を
産
み
育
て
た
い
と
思
え
る

よ
う
な
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
﹄

が
今
年
度
の
地
域
魅
力
化
事
業
の
目

標
で
す
。

　

安
田
地
区
に
は
、
各
種
事
業
や
行

事
・
地
域
振
興
を
主
体
的
に
取
組
む

婦
人
会
、
消
防
団
、
老
人
ク
ラ
ブ
、

プ
レ
ー
パ
ー
ク
千
鳥
園
等
の
団
体
が

数
多
く
存
在
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
就
業
構
造
の
変
化
や
個

人
の
価
値
観
の
違
い
等
に
よ
り
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
組
織
・
団
体
へ
の
加
入
者

の
減
少
、
実
践
者

の
高
齢
化
に
よ

り
組
織
・
団
体
の

存
続
が
危
ぶ
ま

れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
連
携

に
満
ち
た
魅
力

あ
る
地
域
づ
く

り
を
図
る
た
め
、

若
い
世
代
が
も
っ
と
肩
の
力
を
抜
い

て
気
軽
に
参
加
で
き
る
よ
う
に
、
前

年
度
ま
で
の
地
域
力
ア
ッ
プ
事
業
を

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
フ
リ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
や
託
児
付
き
手
作
り
講
習
会
、

親
子
で
一
緒
に
歴
史
め
ぐ
り
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
や
史
跡
・
遺
跡
マ
ッ
プ
作

り
な
ど
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

　

先
駆
者
の
業
績
に
感
謝
し
て
、
一

緒
に
楽
し
く
地
域
貢
献
し
ま
せ
ん

か
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▲高津地区の歴史と文
化についての勉強会

▲高角橋のパンフレット

　
　
高
津
地
区
振
興
セ
ン
タ
ー
　
地
域
魅
力
化
応
援
隊
員
　
堀
江
　
栄
二

安
田
地
区
振
興
セ
ン
タ
ー
　
地
域
魅
力
化
応
援
隊
員
　
大
畑
　
明
子

▲高角橋のパンフレット

▲プレーパーク千鳥園の様子

▲フリーマーケットの様子
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魅力ある地域づくりの取組紹介　
Vol.	3

北
仙
道
地
区

種
地
区

『 

近
く
て
静
か
な
田
舎
暮
ら
し
を
次
世
代
へ 

』

『 

北
仙
道
地
区
地
域
自
治
組
織
設
立
準
備
会
議 

』
発
足
!!

種
地
区
は
、
昨
年
度
、
地
域
自
治

組
織
の
設
立
に
向
け
た
モ
デ
ル
地
区

の
指
定
を
受
け
、
地
域
振
興
、
産
業

振
興
、
地
域
の
活
性
化
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
「
種
む
ら
づ
く
り
推
進
協

議
会
」
を
母
体
に
し
て
、
地
域
自
治

組
織
の
設
立
に
向
け
た
検
討
を
行
っ

て
い
ま
す
。

協
議
会
で
は
、
自
治
会
を
は
じ
め

と
す
る
種
地
区
の
活
動
団
体
が
網
羅

さ
れ
、
耕
作
放
棄
地
対
策
と
農
産
物

加
工
品
の
製
造
を
行
う
農
事
組
合
法

人
「
ア
グ
リ
種
」
も
参
画
し
、
地
区

の
魅
力
化
、
人
口
拡
大
に
向
け
て
の

取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
島
根
県
中
山
間
地
域
研
究

セ
ン
タ
ー
研
究
統
括
監
の
藤
山
浩
氏

を
招
い
て
、
種
地
区
で
の
研
修
会
の

開
催
や
山
口
県
、
雲
南
市
を
は
じ
め

と
す
る
先
進
地
の
取
組
に
対
す
る
視

察
調
査
や
勉
強
会
に
参
加
し
て
、
先

進
地
の
事
例
を
学
び
ま
し
た
。

今
後
は
、
戸
数
１
０
７
戸
、
人
口

３
１
５
人
の
小
さ
な
地
区
で
、
ど
の

よ
う
な
組
織
づ
く
り
が
可
能
で
あ
る

か
検
討
し
な
が
ら
、「
種
モ
デ
ル
」
を

模
索
し
て
地
区
で
の
話
し
合
い
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
か
ら
の
「
地
域
自
治
組

織
」
設
立
に
向
け
て
、
今
年
度
を
「
準

備
元
年
」
と
位
置
付
け
、
7
月
13
日
に

「
北
仙
道
地
区
地
域
自
治
組
織
設
立
準

備
会
議
」
が
発
足
し
ま
し
た
。

　

そ
の
発
足
の
前
段
と
し
て
、
6
月
23

日
に
「
地
元
学 

in 

北
仙
道
」
が
開
催

さ
れ
、
北
仙
道
地
区
を
地
区
外
の
人
達

と
地
元
の
住
民
と
が
一
緒
に
歩
き
な
が

ら
、「
見
た
り
、
聞
い
た
り
」
な
ど
地
区

の
魅
力
を
再
発
見
し
、
地
元
の
良
さ
を

み
ん
な
で
共
有
し
ま
し
た
。
そ
ん
な
地

元
学
を
開
催
し
た
こ
と
で
、
改
め
て
地

区
の
魅
力
に
「
気
付
か
さ
れ
、
触
発
さ

れ
」
そ
の
後
の
活
動
に
活
か
し
て
い
け

る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
取
組
を
踏
ま
え
て
準
備
会
議

で
は
、
今
年
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
『 

Ａ

Ａ
Ａ
（ 

ト
リ
プ
ル
Ａ 

）
宣
言 

‼ 

歩

く
・
集
め
る
・
明
日
へ
向
け
て
の
基

礎
カ
ル
テ
の
作
成
元
年
で
す
‼ 

』
と

掲
げ
、
地
域
魅
力
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事

業
と
し
て
、
地
区
内
全
戸
へ
の
「
戸
別

ア
ン
ケ
ー
ト
」
に
よ
る
ニ
ー
ズ
把
握
、

「
キ
ャ
ン
ド
ル
ラ
イ
ト
in
あ
か
が
り
＆

案
山
子
コ
ン
テ
ス
ト
」
に
よ
る
交
流
人

口
の
拡
大
や
地
区
出
身
者
に
Ｕ
・
Ⅰ

タ
ー
ン
を
想
定
し
た
「
あ
ぜ
道
ア
ン

ケ
ー
ト
」
に
よ
る
意
識
調
査
、
Ｇ
Ⅰ
Ｓ

を
活
用
し
て
の
地
区
内
の
様
々
な
基
礎

資
料
の
作
成
に
取
組
み
ま
す
。

　
　
種
地
区
振
興
セ
ン
タ
ー
　
地
域
魅
力
化
応
援
隊
員
　
川
辺
　
雅
秀

北
仙
道
地
区
振
興
セ
ン
タ
ー
　
地
域
魅
力
化
応
援
隊
員
　
堀
江
　
宗
仁

「キャンドルライト in あかが
り＆案山子コンテスト」にて、

「あぜ道アンケート」実施

「地元学 研修会 in 北仙道」
にて、ワークショップ発表

地域づくりについての研修会

地域自治組織についての検討会議
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真
砂
地
区

豊
川
地
区

『 

魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
!! 

』

『 

ナ
ニ
　
か
し
ら
　
真
砂 

』

　

高
齢
化
率
50
％
、
小
学
生
16
人
、

中
学
生
11
人
、
こ
ん
な
小
さ
な
地
域

真
砂
。
で
も　

ナ
ニ　

か
し
ら
元
気

な
真
砂
。
市
内
保
育
園
の
給
食
野
菜

の
提
供
で　

ナ
ニ　

か
し
ら
元
気
に

お
年
寄
り
が
野
菜
づ
く
り
。
小
学

生
、
中
学
生
が
地
域
の
食
材
を
使
っ

た
メ
ニ
ュ
ー
開
発
で　

ナ
ニ　

か

し
ら
元
気
な
地
域
商
社
。
こ
こ
数
年

で   

ナ
ニ　

か
し
ら
元
気
に
な
っ
た

真
砂
。
地
域
が
元
気
に
な
っ
て
い
く

に
は
、
皆
で
一
緒
に
力
を
合
わ
せ
て

前
向
き
に
頑
張
る
事
が
必
要
。
真
砂

地
区
は
昔
か
ら
そ
う
い
っ
た
機
運
が

あ
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
今
、

平
成
28
年
の
自
治
組
織
の
立
ち
上
げ

に
向
け
、
基
盤
づ
く
り
が
必
要
と
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
度
「
総
務
大

臣
表
彰
」
を
受
賞
し
た
事
に
よ
り
、

さ
ら
に
地
域
が
一
つ
に
な
り
準
備
が

す
す
め
ら
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

全
国
的
に
高
齢
化
が
進
み
人
口
減

と
な
っ
て
い
る
中
、
真
砂
地
区
は
わ

ず
か
な
が
ら
U
・
Ⅰ
タ
ー
ン
も
あ
り

地
域
維
持
に
希
望
を
持
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
こ
れ
か
ら　

ゆ
っ
く
り

と
少
し
ず
つ
⋮

　
　
豊
川
地
区
振
興
セ
ン
タ
ー
　
地
域
魅
力
化
応
援
隊
員
　
岡
﨑
　
友
臣

真
砂
地
区
振
興
セ
ン
タ
ー
　
地
域
魅
力
化
応
援
隊
員
　
齋
藤
　
浩
文

寺子屋自学支援教室

上久々茂自主防災会図上訓練

　

豊
川
地
区
で
は
、「
地
域
魅
力
化
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
事
業
」
と
し
て
、「
地
域
自
治

組
織
設
立
準
備
事
業
」
と
「
地
域
魅
力

化
事
業
」
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

地
域
自
治
組
織
設
立
準
備
事
業
で

は
、人
口
の
減
少
、少
子
高
齢
化
、農
業

等
の
後
継
者
不
足
に
よ
り
地
域
運
営
が

困
難
と
な
り
つ
つ
あ
る
状
況
で
、
地
域

自
治
組
織
の
設
立
の
た
め
の
準
備
会
、

「
豊
川
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
準
備

会
」
を
立
ち
上
げ
、
地
域
課
題
の
解
決

を
図
る
た
め
の
取
組
み
を
展
開
し
、
地

域
の
魅
力
化
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

地
域
魅
力
化
事
業
で
は
、
豊
川
地
区

に
相
応
し
い
3
つ
の
事
業
を
計

画
し
て
い
ま
す
。

① 

Ｇ
Ⅰ
Ｓ
︵
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
︶

に
よ
る
マ
ッ
プ
の
作
成
事
業

　

定
住
（
空
き
家
）・
農
地
（
耕

作
放
棄
地
）・
防
災
（
危
険
箇

所
）・
遺
跡
（
観
光
）
等
、
多
様

な
部
門
で
の
マ
ッ
プ
（
資
料
）

を
作
成
し
利
活
用
を
図
り
ま
す
。

② 

歴
史
的
遺
産
、
名
勝
等
の
利
活
用
、

再
整
備
お
よ
び
保
存
事
業

　

豊
川
地
区
に
数
多
く
点
在
し
て
い
る

歴
史
的
遺
産
、
名
勝
等
の
再
整
備
お
よ

び
維
持
管
理
を
図
り
、
併
せ
て
利
活
用

に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

③
次
世
代
育
成
に
関
す
る
事
業

　

今
年
度
よ
り
、
つ
ろ
う
て
子
育
て
推

進
協
議
会
の
主
催
で
、
小
学
生
を
対
象

と
し
た
寺
子
屋
支
援
事
業
に
取
組
ん
で

い
ま
す
。
今
後
も
、
学
習
の
習
慣
づ
け

や
意
識
向
上
を
目
標
と
し
た
自
学
支
援

を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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小
野
地
区

二
条
地
区

﹃�

二
条
里
づ
く
り
の
会
発
足�

﹄

﹃�

歴
史
や
地
域
資
源
を
活
か
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
ち
づ
く
り�

﹄

二
条
地
区
振
興
セ
ン
タ
ー
　
地
域
魅
力
化
応
援
隊
員
　
安
野
　
稔
起

小
野
地
区
振
興
セ
ン
タ
ー
　
地
域
魅
力
化
応
援
隊
員
　
山
本
　
勉

　

二
条
地
域
の
新
た
な
里
づ
く
り
、
活

性
化
に
向
け
て
昨
年
8
月
30
日
に
﹁
二

条
里
づ
く
り
の
会
﹂︵
自
治
組
織
︶
が
益

田
市
で
最
初
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
7
月
に
二
条
地
域
自
治
組

織
準
備
委
員
会
が
各
自
治
会
か
ら
推
薦

を
受
け
た
20
名
で
発
足
し
、
地
域
の
皆

さ
ん
へ
の
聞
取
り
調
査
、
委
員
に
よ
る

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
先
進
地
視
察
、
研

修
会
等
を
行
い
、
地
域
の
問
題
点
や
課

題
の
洗
い
出
し
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
う
し
た
中
か
ら
﹁
里
山
を
生
か
し
、

人
と
自
然
が
つ
な
が
る
二
条
﹂
を
テ
ー

マ
に
組
織
を
立
ち
上

げ
、
地
域
全
員
の
力

で
新
た
な
事
業
を
展

開
し
活
力
あ
る
二
条

を
目
指
し
て
い
ま

す
。
組
織
は
、
三
つ

の
部
会︵
な
り
わ
い
、

く
ら
し
、ひ
と
︶か
ら

構
成
さ
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
が
目
標
を
決
め
地

　

今
年
度
、
小
野
地
区
で
は
地
域
自
治

組
織
の
設
立
に
向
け
て
、﹁
小
野
地
区
地

域
づ
く
り
協
議
会
準
備
委
員
会
﹂
が
発

足
し
ま
し
た
。

　

現
在
、当
準
備
委
員
会
は
、地
区
振
興

セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
を
中
心
に
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。
今
後
は
地
区
内
の
団
体

や
サ
ー
ク
ル
等
に
も
当
準
備
委
員
会
へ

の
加
入
を
促
し
な
が
ら
、
色
々
な
立
場

の
方
か
ら
意
見
を
広
く
求
め
て
い
き
、

小
野
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
の
魅
力
を
高
め
る
取
組

み
と
し
て
、
①
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

の
育
成
、
②
地
区
内
の
石
碑
を
調
査
し

た
本
の
編
集
、
③
地
区
内
５
つ
の
自
主

防
災
組
織
の
連
携
支
援
、
④
小
野
地
区

の
歴
史
書
﹁
小
野
ふ
る
さ
と
誌
﹂
の
作

成
に
取
組
ん
で
い
ま
す
。

　

特
に
、①
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の

育
成
で
は
、
地
区
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ガ
イ
ド
が
﹁
小
野
中
学
校
ふ
る
さ
と
学

域
一
丸
と
な
っ
て
取
組
み
、
参
画
で
き

る
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。
二
条
に
生

ま
れ
て
良
か
っ
た
、
二
条
に
住
ん
で
良

か
っ
た
、そ
し
て
皆
が
生
き
生
き
、楽
し

く
、
心
豊
か
な
地
域
を
目
指
し
、
み
ん

な　

つ
ろ
う
て　

よ
う
し
ょ
う
や
ぁ
！

習
講
演
会
﹂
や
益
田
市
立
歴
史
民
俗
資

料
館
主
催
の
﹁
街
角
ウ
ォ
ー
ク
﹂
で
小

野
地
区
の
自
然
、
歴
史
や
景
観
な
ど
の

説
明
を
行
う
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
地
域

づ
く
り
の
成
果
が
少
し
ず
つ
現
れ
始
め

て
い
ま
す
。
今
後
は
よ
り
多
く
の
方
が

小
野
地
区
の
ガ
イ
ド
が
で
き
る
よ
う
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
育
成
に
取
組
ん

で
い
き
ま
す
。

　

そ
の
他
に
も
小
野
地
区
の
歴
史
や
地

域
資
源
を
有
効
的
に
活
か
し
な
が
ら
、

ま
ち
づ
く
り
に
取
組
ん
で
い
き
ま
す
。

設立総会

部会会議

二条里づくりの会全体会議

街角ウォーク ふるさと講演会ふるさと講演会
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美
濃
地
区

中
西
地
区

『 

転
出
減
お
よ
び
交
流
人
口
拡
大
の
取
組
に
つ
い
て 

』

『 

住
民
主
体
の
地
域
づ
く
り
が
は
じ
ま
る
!
』

　
　
中
西
地
区
振
興
セ
ン
タ
ー
　
地
域
魅
力
化
応
援
隊
員
　
若
槻
　
久
嘉

美
濃
地
区
振
興
セ
ン
タ
ー
　
地
域
魅
力
化
応
援
隊
員
　
真
庭
　
太
樹 「本音承り書」の内容協議の様子

講演会におけるトーク＆
ひるめしを通じた意見交換

　

中
西
地
区
で
は
、
地
域
自
治
組
織
設

立
に
向
け
て
「
中
西
地
区
自
治
組
織
設

立
準
備
委
員
会
」
を
立
ち
上
げ
ま
し

た
。

　

地
域
魅
力
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

を
活
用
し
て
、
次
の
3
点
を
柱
に
取
組

ん
で
い
ま
す
。

①
何
で
も
お
助
け
隊
事
業

　

支
援
を
し
て
い
た
だ
け
る
人
に

「
何
で
も
お
助
け
隊
員
」
と
し
て
登

録
し
て
い
た
だ
き
、
高
齢
者
世
帯
に

お
け
る
住
居
周
り
の
除
草
や
溝
掃

除
な
ど
の
生
活
支
援
を
図
り
、
安
心

し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
中
西
地
区

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

②
環
境
保
全
対
策
事
業

　
「
中
西
地
区
有

害
鳥
獣
駆
除
隊
」

を
結
成
し
、被
害

調
査
や
駆
除
対

策
の
検
討
を
行

い
ま
す
。

　

ま
た
、「
不
法

　

美
濃
地
区
で
は
、
自
主
自
立
の
地
域

を
目
指
し
て
継
続
的
な
取
組
が
出
来

る
よ
う
な
体
制
を
確
立
す
る
た
め
、
8

月
に
「
美
濃
地
区
自
治
組
織
設
立
準
備

会
」
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
並
行
し
て
国
土
交
通
省
が
実

施
す
る
「
小
さ
な
拠
点
」
づ
く
り
の
モ

ニ
タ
ー
調
査
に
選
定
さ
れ
、
市
が
実
施

す
る
地
域
魅
力
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事

業
と
の
合
わ
せ
技
に
よ
り
、
美
濃
地
区

の
未
来
に
繋
が
る
「
人
づ
く
り
」、「
地

域
づ
く
り
」
を
進
め
、「
住
み
良
い
ま

ち
づ
く
り
」
の
可
能
性
を
模
索
し
て
美

濃
地
区
版
の
「
小
さ
な
拠
点
」
の
具
現

化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
地
区
住
民
の
実
態
を
共
有

す
る
た
め
に
「
本
音
承
り
書
」
を
作

成
し
、
各
自
治
会
が
連
携
し
、
自
治

会
か
ら
選
ば
れ
た
各
調
査
員
28
名
が

全
1
6
2
世
帯
に
向
け
て
実
態
調
査

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
美
濃
地
区

に
お
け
る
魅
力
と
今
後
の
「
小
さ
な
拠

点
」
づ
く
り
に
向
け
て
、
講
演
会
を
開

投
棄
見
回
り
隊
」
を
結
成
し
て
お

り
、
不
法
投
棄
監
視
体
制
の
強
化
と

地
区
民
が
協
力
し
て
植
栽
す
る
こ

と
で
、
魅
力
あ
る
環
境
保
全
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

③
交
流
拠
点
整
備
事
業

　

大
道
山
頂
上
︵
標
高
４
１
９
・
６

ｍ
で
語
呂
合
わ

せ
が
「
良
い
こ

と
来
る
」︶
に
石

碑
を
設
置
し
、

地
区
内
外
か
ら

訪
れ
る
方
々
の

交
流
拠
点
と
し

て
整
備
し
ま

す
。
そ
の
他
に
、

「
中
西
い
き
活
き
市
」
と
銘
打
ち
、平

成
24
年
か
ら
毎
月
第
3
土
曜
日
の

午
前
中
、
農
産
物
等
の
即
売
市
を
開

催
し
て
お
り
、
交
流
の
場
と
し
て
も

定
着
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

催
し
、
地
区
住

民
の
皆
さ
ん
で

地
区
の
こ
と
を

意
見
交
換
し
ま
し
た
。
更
に
、
交
通
弱

者
対
策
に
「
美
濃
地
区
交
通
を
考
え
る

会
」
と
し
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開

き
、
様
々
な
意
見
を
取
り
入
れ
て
、
今

後
、
交
通
実
証
実
験
に
活
か
し
て
い
く

予
定
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
地
域
の
交
流
拠
点
で

あ
っ
た
美
濃
小
学
校
の
廃
校
を
機
に

地
域
の
将
来
へ
の
危
機
感
が
高
ま
る

中
、「
小
さ
な
拠
点
」
づ
く
り
を
通
じ

て
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
構
築
を

図
り
、
集
落
の
枠
を
超
え
た
新
た
な
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。
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二
川
地
区

鎌
手
地
区

『 
住
ん
で
み
た
い
　
あ
の
鎌
手 

』

『 

誰
も
が
生
涯
現
役
の
ま
ち
を
目
指
し
て
!
』

　
　
鎌
手
地
区
振
興
セ
ン
タ
ー
　
地
域
魅
力
化
応
援
隊
員
　
鶴
頭
　
定
廣

二
川
地
区
振
興
セ
ン
タ
ー
　
地
域
魅
力
化
応
援
隊
員
　
小
原
　
靜
伍

　

鎌
手
と
い
え
ば
、
何
と
言
っ
て
も

﹁
日
本
水
仙
の
里
﹂
で
あ
り
、
平
成
7

（
1
9
9
5
）
年
か
ら
鎌
手
ふ
る
さ
と

お
こ
し
協
議
会
を
中
心
と
し
た
住
民

の
手
で
毎
年
10
ア
ー
ル
ず
つ
山
林
を
切

り
開
き
、
堆
肥
を
入
れ
、
肥
料
を
撒
き
、

草
を
刈
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
人
数
は
年

間
延
べ
2
5
0
名
を
超
え
、
今
で
は

3
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
拡
が
っ
た
唐
音
水
仙

公
園
が
あ
り
ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
地
元
の
小
・

中
学
生
か
ら
大
人
ま
で
コ
ツ
コ
ツ
と

植
え
続
け
た
球
根
も
分
球
を
繰
り
返

し
現
在
で
は
2
0
0
万
球
を
超
え
ま

し
た
。
県
内
外
か
ら
毎
年
1
万
人
を
超

え
る
多
く
の
方
が
冬
場
の
花
園
を
求

め
観
光
に
訪
れ
る
地
区
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

二
川
地
区
で
は
、
美
都
町
が
益
田
市

に
合
併
し
た
後
、
平
成
19
年
に
﹁
二
川

の
未
来
を
創
る
会
﹂
に
よ
っ
て
、
二
川

ま
ち
づ
く
り
提
言
書
が
作
成
さ
れ
、
自

治
会
の
一
本
化
・
自
治
会
輸
送
・
見
守

り
活
動
な
ど
が
実
現
し
ま
し
た
。
そ
れ

か
ら
7
年
が
経
ち
、
人
口
が
約
80
人

減
、
小
学
校
の
閉
校
が
あ
り
、
美
都
温

泉
や
学
校
跡
地
を
活
用
し
た
交
流
人

口
の
拡
大
な
ど
の
課
題
を
抱
え
て
い

ま
す
。

　

そ
う
し
た
中
で
、
二
川
地
区
地
域
自

治
組
織
設
立
準
備
委
員
会
を
立
ち
上

げ
、
毎
月
1
回
の
会
議
で
﹁
二
川
の
10

年
後
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
﹂﹁
自
分

達
や
集
落
で
で
き
る
こ
と
﹂
等
の
テ
ー

マ
を
決
め
て
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。

　

準
備
委
員
会
は
二
川
で
居
住
・
活
動

す
る
人
、
10
代
か
ら
70
代
の
幅
広
い
世

代
20
人
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
最
初

は
﹁
こ
れ
以
上
ど
う
に
も
な
ら
な
い
﹂

と
い
っ
た
感
じ
の
会
議
で
し
た
が
、
会

議
を
重
ね
て
地
域
の
実
情
を
知
る
こ

︽
＂は
が
ゆ
ー
て＂ 

＂は
が
ゆ
ー
て＂
︾

　

苦
労
し
て
育
て
た
野
菜
を
﹁
晩
飯
の

お
か
ず
に
し
ょ
う
思
ー
て
、
畑
に
行
っ

て
み
り
ゃ
ー　

な
ん
に
も
あ
り
ゃ
ー

せ
ん
。﹂
収
穫
を
予
定
し
て
い
た
朝
方

に
は
何
も
無
く
な
り
全
部
が
鳥
獣
の

餌
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
。﹁
情
け

な
ー
と
も
、
情
け
な
ー
と
も
！
﹂
何
人

も
の
方
か
ら
眉
を
し
か
め
悲
痛
の
叫

び
に
似
た
訴
え
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら

鳥
獣
駆
除
講
習
会
を
企
画
し
た
。

　

第
1
弾
と
し
て
、特
定
外
来
種（
ヌ
ー

ト
リ
ア
・
ア
ラ
イ
グ
マ
）
の
駆
除
対
策

講
習
会
を
受
講
し
、
39
名
に
防
除
従
事

者
証
が
交
付
さ
れ
た
。

　

第
2
弾
は
、
厄
介
者
の
猪
な
ど
を
捕

獲
す
る
た
め
、
狩
猟
免
許
の
取
得
を
目

指
し
、
学
科
試
験
と
実
技
試
験
に
見
事

一
発
合
格
し
た
4
名
に
島
根
県
知
事

か
ら
免
許
状
が
交
付
さ
れ
、
頼
も
し
い

鎌
手
の
狩
人
が
誕
生
し
た
。
次
年
度
は

25
名
の
受
験
希
望
者
が
あ
り
、
多
く
の

狩
仲
間
が
誕
生
す
る
予
定
で
あ
る
。

　

も
う
、
あ
の 

＂は
が
ゆ
ー
て＂ 

の
声

は
鎌
手
か
ら
な
く
な
る 

？？

と
で
、前
向
き
な
意
見
が
出
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

地
域
自
治
組
織
の
設
立
に
よ
り
地

域
の
こ
と
を
考
え
る
機
運
が
再
び
訪

れ
、提
言
書
の
更
新
を
し
な
が
ら
ま
ち

づ
く
り
プ
ラ
ン
の
作
成
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

球根堀り

球根の植付

旧二川小学校

準備委員会における会議の様子
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匹
見
上
地
区

道
川
地
区

『 

出
合
い
　
ふ
れ
あ
い
　
助
け
合
い 

』
の
里
み
ち
か
わ

　
　
〜
地
域
で
共
に
く
ら
す
〜

『 
や
っ
て
み
よ
う
ぜ
！ 

地
域
づ
く
り
！
』

　
　

道
川
地
区
振
興
セ
ン
タ
ー　

地
域
魅
力
化
応
援
隊
員　

高
田　

純
子

　
　

匹
見
上
地
区
振
興
セ
ン
タ
ー　

地
域
魅
力
化
応
援
隊
員　

大
畑　

馨

　

道
川
地
区
の
人
口
は
１
４
６
人
で
、

市
内
で
は
一
番
人
口
が
少
な
い
地
区

で
す
。

　

現
在
の
人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
を

背
景
に
、
喫
緊
の
地
域
課
題
の
解
決
に

向
け
て
柔
軟
な
対
応
が
で
き
る
よ
う
、

平
成
21
年
に
「
道
川
地
域
づ
く
り
協
議

会
」
を
発
足
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
同
協
議
会
の
構
成
は
、
自
治

会
を
中
心
に
各
種
団
体
、
地
区
振
興
セ

ン
タ
ー
運
営
委
員
会
で
構
成
し
、
地
域

運
営
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
旧
割
元
庄
屋
美
濃
地
屋
敷
」「
道
の

駅
匹
見
峡
」「
産
直
市
出
合
い
の
里
」

の
３
施
設
を
地
域
活
性
化
の
拠
点
と

位
置
付
け
、
豊
か
な
自
然
、
神
楽
や
伝

統
、
生
活
文
化
を
活
か
し
た
地
域
産
業

や
観
光
に
よ
る
賑
わ
い
づ
く
り
、
地
域

の
魅
力
を
伝
え
る
田
舎
体
験
や
世
代

間
交
流
な
ど
を
行
い
、「
来
て
よ
か
っ

た
」「
住
ん
で
よ
か
っ
た
」
と
言
え
る

よ
う
な
地
域
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
4
月
、
高
齢
者
の
方
か
ら
の
要

　

匹
見
上
地
区
で
は
、
平
成
26
年
度
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
た
地
域
魅
力
化
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
事
業
に
取
組
む
た
め
、
7
月

に
地
区
振
興
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会

を
中
心
に
12
名
の
委
員
で
地
域
自
治

組
織
設
立
準
備
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、

『
話
し
合
い
、
魅
力
あ
る
「
ま
ち
づ
く

り
」
を
地
域
の
方
と
一
緒
に
』
を
テ
ー

マ
に
取
組
ん
で
い
ま
す
。

　

魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
図
る
た

め
、①
駅
前
ビ
ル
E
A
G
A
に
て
地
区

の
特
色
あ
る
特
産
物
を
地
元
の
団
体

が
直
接
販
売
し
、
消
費
者
の
ニ
ー
ズ
を

把
握
し
な
が
ら
販
売
の
促
進
に
つ
な

げ
て
地
域
振
興
を
図
る
「
わ
が
ま
ち
自

慢
フ
ェ
ア
」
の
実
践
、
②
高
齢
者
と
小

中
学
生
と
の
異
世
代
交
流
を
深
め
な

が
ら
、
古
く
か
ら
伝
わ
る
伝
統
芸
能
等

の
継
承
、
③
鳥
獣
被
害
に
対
し
て
、
地

域
全
体
で
情
報
共
有
し
な
が
ら
、
地
域

住
民
の
自
主
的
な
鳥
獣
被
害
対
策
な

ど
様
々
な
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

匹
見
上
地
区
は
、
人
口
約
8
0
0

人
、
高
齢
化
率
53
・
0
％
の
過
疎
地
域

望
で
、
暮
ら
し
の
お
手
伝
い
と
し
て
週

4
回
の
配
食
サ
ー
ビ
ス
を
始
め
ま
し

た
。

　
「
道
川
に
こ
ん
な
も
の
が
あ
っ
た
ら

い
い
ね
。」
を
ひ
と
つ
ひ
と
つ
試
し
な

が
ら
、
地
域
で
で
き
る
こ
と
を
模
索
し

て
い
ま
す
。
課
題
は
多
く
あ
り
ま
す

が
、
地
域
の
つ
な
が
り
を
力
に
し
、「
こ

こ
」
だ
か
ら
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

で
す
が
、
地
域
の
魅
力
を
十
分
に
活
か

し
「
匹
見
に
き
ん
ち
ゃ
い
」「
匹
見
に

住
み
ん
ち
ゃ
い
」「
匹
見
に
い
に
た
い

（
帰
り
た
い
）」
と
思
え
る
よ
う
な
地
域

を
目
指
し
て
、
地
域
住
民
の
声
に
耳
を

傾
け
な
が
ら
、
住
民
の
力
で
魅
力
あ
る

地
域
づ
く
り
に
取
組
ん
で
い
き
ま
す
。

交流事業
企画会議

地域を語ろう
「井戸端会議」

美濃地屋敷での
三世代交流会の様子

わがまち自慢フェアの様子

中学生との交流「盆踊りの伝承」


